
調 査 ・ 研 修 等 計 画 届 出 書 

 

令和６年７月１８日 

瀬戸市議会議長 様 

                                

議員名  原 誠 

 

 政務活動 として、下記のとおり調査・研修等を実施いたします。 

 

記 

期 日 令和６年７月２０日から７月２１日まで（１泊２日） 

調査先・研修名 第６６回自治体学校 in 神奈川 

会場名（会場所在地） 横浜市鶴見公会堂、横浜市立大学金沢八景キャンパス 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

7 月 20 日 13：15～17：15 （横浜市鶴見公会堂） 

 

・地方自治と地域 この 1年から考える 

 この 1年、地方自治や地域で注目しておきたい動きは何か、それら

をおさらいしながらこれからの方策について考え、今後の議会活動に

生かしたい。 

・紛争地、被災地に生きる人々の声―取材から見えてきたこ

と 

 

7 月 21 日 9：30～15：30(横浜市立大学金沢八景キャンパス） 

 

・学校統廃合・小中一貫教育と学校を守る住民の運動 

瀬戸市でも学校統廃合が行われ、小中一貫教育が推進されている。

そのことにどのように向き合っていくのか考えたい。 

議長名の依頼 

 

要 ・ 不要 

依頼先（名称） 

 

同行者名 

 

※行程表を添付してください。 



調 査 ・ 研 修 等 報 告 書 

 

令和６年８月２１日 

瀬戸市議会議長 様 

 

                       

                            議員名   原 誠 

 

政務活動として、下記のとおり調査・研修等を実施したので報告します。 

記 

期 日 令和６年７月２０日から７月２１日まで（１泊２日） 

調査先・研修名 第６６回自治体学校 in 神奈川 

会場名（会場所在地） 横浜市鶴見公会堂、横浜市立大学金沢八景キャンパス 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

7 月 20 日 13：15～17：15 （横浜市鶴見公会堂） 

 

・地方自治と地域 この 1年から考える 

 この 1年、地方自治や地域で注目しておきたい動きは何か、それら

をおさらいしながらこれからの方策について考え、今後の議会活動に

生かしたい。 

・紛争地、被災地に生きる人々の声―取材から見えてきたこ

と 

 

7 月 21 日 9：30～15：30(横浜市立大学金沢八景キャンパス） 

 

・学校統廃合・小中一貫教育と学校を守る住民の運動 

瀬戸市でも学校統廃合が行われ、小中一貫教育が推進されている。

そのことにどのように向き合っていくのか考えたい。 

 

 

 

 

 

 



調査先の事業の現状・課題 ／ 研修で学んだこと・キーワード等 

基調講演「地方自治と地域 この 1年から考える」中山徹（奈良女子大名誉教授） 

 安倍政権以後、裏金問題で火だるまになりながらも岸田政権のもとで急ピッチで進む、

改憲大軍拡に警鐘を鳴らす内容であった。とりわけ憲法の大原則である地方自治体の国家

への従属を狙う「地方自治法改悪」問題を、徹底批判。国の政策に無批判に従うのが自治

体ではなくて、住民のため、地域のために一緒に考え、役割を果たすことが求められてい

ると感じた。 

 

記念講演「紛争地、被災地に生きる人々の声―取材から見えてきたこと」安田菜津

紀（フォトジャーナリスト） 

 ガザのように現在進行形で紛争の起きている地域で取材した生の声、東日本大震災被災

地に生きる人たちの日常を追跡してきた話は心に突き刺さるものがあった。ガザやシリア

の戦争で苦しむ子ども達、我々大人が忘れないこと、議会でも停戦決議など、できる役割

を果たしていくことが必要と改めて感じた。 

 

分科会 7「学校統廃合・小中一貫教育と学校を守る住民の運動」山本由美（和光大

学教授） 

・全国で学校統廃合が行われている。愛知県は少ない方だが、北海道が群を抜いて多い。 

・統廃合件数は増加傾向だが高止まりしている。 

・茨城県つくば市では、小中一貫教育が行われているが児童数が増加しすぎて統廃合では

なく分離が行われた。分離前は、運動会は各学年ごとに日を分けて実施。教員の負担とも

なっていた。 

・分離前は全校生徒でできる団体競技を経験できない。高学年が役割分担をして運動会を

運営する姿を低学年は見ることもできず、高学年も経験できない。 

・分離後も学年数が多く、12 クラスある学年もある。校外学習も複数に分けて実施するの

で、教員の負担が多い。 

・入学式・始業式・終業式も複数回実施。 

・不登校児童数も多く、2022 年は市内小中学校で 838 名の不登校児童生徒がいた。茨城県

は全国一不登校児童生徒数の多い都道府県となっている。 

・神奈川県三浦市では市長が学校教育ビジョンを提案し、施設分離型小中一貫教育の方針

のもと、8小学校を 3小学校にする計画を出した。しかし、市民の粘り強い反対運動により

市長が学校教育ビジョンの見直しを表明。改訂版学校教育ビジョンでは 2小学校のみの統

廃合に計画を縮小させることができた。 

・高知県四万十市では津波被害の想定される場所への学校移転を住民運動で阻止し、高台

への移転を実現させることができた。 

  

 



調査先（主な質疑・応答内容） ／ 研修（受講後の感想） 

●基調講演 

 市議会議員に当選して 1年以上経過したが、国に対して行政が独自性を発揮する

という意味で、瀬戸市は足りないところがあると感じている。瀬戸市は国の下請け

ではないのであって、国の政策に無批判に従うのではなく、住民の立場から国に対

して物申すべきところは申していく姿勢が必要ではないかと思った。 

●記念講演 

 瀬戸市でも、戦時中に主要産業である窯業が軍事体制に組み込まれ、鉄製品の代

わりに陶磁器が梵鐘などに使用されるということがあった。そうした歴史をもつ瀬

戸市として、平和のことをしっかり考えていくことが必要だと思った。 

●分科会 

 瀬戸市でも、2020 年 4 月に 5小学校 2中学校が統廃合されにじの丘学園が開校し

た。2026 年 4 月には菱野団地の 3小学校 1中学校が統廃合され施設分離型小中一貫

校が開校する予定である。神奈川県三浦市の事例は大いに参考になる事例と感じ

た。統廃合に当たっては地域住民の声が重要だと考えるが、やはりそこに通学する

子どもと保護者にとって、負担とならないような形にするのが大切である。 

調査・研修の成果・考察 

（瀬戸市への反映・自己の能力開発への寄与等） 

「学校統廃合」については、6月議会で一般質問させていただいたところであり、

理解が不十分だったままの部分も多く学習をしていく必要があると感じていたの

で、今回の分科会は理解が不十分な部分の補強にもなり大いに役に立った。今後の

質問にも生かしていきたいと思う。 

また、基調講演の内容では、民間委託が進む行政サービスについても警鐘を鳴ら

すものであり、ここで得た知見を 9月議会の水道に関する一般質問の骨子に生かす

ことができた。 

今後も住民本位・安価で質の高い公共サービスの充実を求めて、研鑽を積んで頑

張りたいと思う。 

 



6 瀬戸口 愛環 往復 高蔵寺 14.1 ㎞ 560 円 円

年 高蔵寺 JR 片道 名古屋 24.0 ㎞ 6,050 円 円

7 名古屋 新幹線 片道 新横浜 337.2 ㎞ 円 4,920 円

月 新横浜 JR 片道 鶴見 11.4 ㎞ 円 円

20 鶴見 JR 片道 関内 7.1 ㎞ 230 円 円

円

29,910 円

6 黄金町 私鉄 片道 金沢八景 15.3 ㎞ 320 円 円

年 金沢八景 私鉄 片道 逗子・葉山 5.9 ㎞ 180 円 円

7 逗子 JR 片道 小田原 45.8 ㎞ 6,050 円 円

月 小田原 新幹線 片道 名古屋 282.1 ㎞ 円 3,930 円

21 名古屋 JR 片道 高蔵寺 24.0 ㎞ 円 円

日

円

小計 10,480 円

㎞ 円 円

年 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

月 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

円

パック等による割引など 小計　　　 0 円

円

交通費　合計

円 22,240 円 円40,390

宿泊費　合計

18,150

到着駅

宿泊先名称

距離日付 出発駅

到着駅
片道

/
往復

チサンホテル横浜伊勢佐木町

運賃
距離

備考欄

申請額合計
（宿泊費+交通費-割引代）

TEL 宿泊料金

宿泊料金

日付 出発駅
片道

/
往復

日

交通費

運賃

特急料金　等

備考欄

片道
/

往復

行程表

宿泊先名称

※往復利用の場合は、往復料金を入力してください。

運賃

TEL

交通
手段

乗り換え案内ジョルダン　　　http://www.jorudan.co.jp/

045-262-2811 18,150

特急料金 等

日

交通
手段

宿泊料金

出発駅日付

宿泊先名称

交通費

特急料金　等

交通費

距離

備考欄

交通
手段

到着駅

TEL

http://www.jorudan.co.jp/#

